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ット式、レー ザー 光造形式）を用いて、鋳造用パター ンを作製した。作製したパター ンの外径、内径お
よび深さを測定し、各設計値と比較検討した。また、積層方向および積層面に平行な方向の表面粗さを
測定し、以下の結論を得た。
1．外径の平均値は、すべての設計値でDLP光造形式が小さかった。
2．内径の平均値は、すべての設計値でDLP光造形式が大きかった。
3．深さの平均値は、すべての設計値で熱溶融式およびDLP光造形式が小さかった。
4．寸法精度は、外径では熱溶融式が、内径および深さではインクジェット式およびレー ザー 光造形式
が最も優れていた。
5．表面粗さは、積層方向ではレー ザー 光造形式が最小で、積層面に平行な方向では熱溶融式が最大と
なった。
以上のことより、各3Dプリンター の特'性が明らかになり、それぞれの特性に応じた寸法補正を行うこ
とにより、鋳造用パターンへの応用の可能‘性が示唆された。
儲文審査の要旨
近年、急速に発展している3Dプリンター は歯科への応用が試みられているが、その寸法精度などの
基礎デー タは明らかにされていない。本論文はCADデー タの拡大率を変化させて、造形法の異なる3D
プリンター を用いて鋳造用パター ンを作製して、その寸法精度および表面性状について検討したもの
である。その結果、各造形法の寸法精度と表面粗さの特徴を明らかにしており、CADデー タの調整を
行うことにより適合性の向上が可能であることを示唆している。これは、今後の飛躍的な発展が見込
まれる3Dプリンター の歯科応用に貴重な情報を与えるものであり、歯学に寄与するところが多く、博
士(歯学)の学位に値するものと審査する。
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最終試験の結果の要旨
石田祥己に対する最終試験は､主査新井一仁教授､副査五味治徳教授､副査菊池憲一郎教授によって、
主論文を中心とする諸事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
